
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和８年度学校評価 計画

最終評価
（１）共通評価項目

評価項目
達成度
（評価）

評価

●学力の向上

●健康・体つくり

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進

●特別支援教育の充実

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目
達成度
（評価）

評価

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

・●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組
の充実

○「安心して過ごせる学校づくりができている」と
回答する生徒９０％以上
○「いじめ防止について組織的な対応ができて
いる」と回答する教職員が９０％以上

・管理職を含む関係職員による年３回以上の生
徒情報交換会の開催及び、全教職員が情報共
有できる体制づくり

・生徒の状況観察、個人面談、年２回のアン
ケートによるいじめの予防及び、いじめの認知・
覚知について迅速な対応の徹底

・Classi等を利用した定期的な教育相談便りの
発行と、サーバー内の生徒情報共有フォルダの
活用

・生徒会によるいじめ防止キャンペーンの実施
と生徒が人権保護の意識を育む機会の創出

・

５ 重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
最終評価 学校関係者評価

意見や提言実施結果

学校名 佐賀県立神埼高等学校

○教科指導の充実
○家庭学習の充実

○生徒による授業評価で、「授業での板書の仕
方やICT機器の使い方は適切である」と回答す
る生徒が８０％以上
○「先生が出される課題の量は適切である」「課
題等は、ほぼ提出期限を守り、真面目に取り組
んでいる」と回答する生徒が８０％以上
〇「授業では、生徒が理解を深め、興味・関心
がわくように、教材や教え方が工夫されている」
と回答する生徒が８０％以上

・ICT機器の積極的な活用及び、職員相互にお
ける積極的な授業見学による検証

・教科間での課題量の調整及び、Classiやスタ
ディサプリなどの学習支援ソフトの有効活用を
通した個々に応じた学習への取組の支援

・家庭学習時間調査後の担任面談

・「学びの時間」の取組計画の作成及び、実施
状況の検証

取組内容
成果指標
（数値目標）

・管理職を含む関係職員による年３回以上の生
徒情報交換会の開催及び、全教職員が情報共
有できる体制づくり

・入学時の生徒対象の教育相談研修の実施
・スクールカウンセラーによるSOS研修と生徒理
解のための職員研修の実施

・ ・

●心の教育

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への
思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動する
心など、豊かな心を身に付ける教育活動

○「生徒会活動に主体的に取り組んでいる」と
回答する生徒が80％以上
○「問題行動を未然に防ぐ生徒の指導が行わ
れている」と回答する教職員が９０％以上

・学校行事への生徒の参加状況の調査
・ボランティアや自発的研修の参加の奨励及
び、参加状況の集約

・インターネットリテラシー育成のための防犯講
話の年１回の実施

・保健委員長や美化委員長を中心とした学校生
活充実に向けた委員会の毎月の実施

・ ・

◎ふるさと佐賀への思いを醸成する教育活動 ★郷土の人材を活用した講演会等、各学年年
間１回以上
◎総合的な探究の時間や地域での活動、ボラ
ンティア活動を通して、郷土の魅力を発見し、愛
着を感じるようになった」と回答する生徒が８
５％以上

・総合的な探究の時間やホームルーム活動を
利用し講演会を行い、地域の現状を知り、課題
発見や解決の糸口を探る活動を行う

・地域イベント、地域のボランティア活動情報の
生徒への積極的提供

・ ・

・

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削
減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当たり
の年次休暇の取得日数１４日以上

・出退勤システムの活用による時間外勤務管理
・月２回以上の定時退勤実践及び、各種休暇取
得の周知
・部活動休養日の設定と順守
・行事の精選、業務の協働や効率化の推進
・学校閉庁日の設定

・ ・

●「望ましい生活習慣の形成」
●「安全に関する資質・能力の育成」

●「健康に良い食事をしている」生徒８５％以上
○「朝食を摂って登校する」と回答する生徒９
０％以上
●生徒の交通事故を０（ゼロ）にする

・保健だよりや健康診断だよりの定期発行及
び、心身の健康に関する各種講演会の実施
・生活習慣アンケートの実施

・交通安全の講演会実施と交通マナー指導の
充実と徹底及び、道路交通法の徹底
・通学路危険個所の周知及び、毎朝の登校指
導による事故の未然防止

・

・

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

重点取組内容
成果指標
（数値目標）

実施結果 意見や提言

・○教育相談や特別支援教育の実施
○安心・安全な学習環境づくりに向けた、個人
および多様な価値観の尊重

○「教育相談の体制および特別支援教育の研
修が充実している」と回答する教職員が９０％以
上
○「学校生活全般において、必要な生徒に適切
な支援が行われていると思う」と回答する生徒
が８０％以上

・

★唯一無二の誇り高き学校づくり

★総合的な探究の時間における地域やこども
の教育との深い関わりおよび主体的な探究活
動への取組

○学校情報の積極的かつ細やかな発信

○地域社会やこどもの教育に進んで貢献するこ
とができる『協調性』と『対話力』を備え、他者と
協働して学び、行動できる人材の育成

★「自分たちの学校の魅力を理解し、中学生に
勧めることができる」と回答する生徒の割合が９
０％以上、教職員の割合が９０％以上
★県外からの入学者数５人以上
○「総合的な探究の時間の活動によって、協調
性や対話力が高まった」と回答する生徒８０％
以上

・実習、体験をより多く取り入れた総合的な探究
の時間の計画の作成
・探究活動のテーマ選定・作成のための講話
・総合的な探究の時間及び全授業に生徒同士
の対話をより多く取り入れ、自己の考えを深め
るよう支援する
・月２回程度のHP、Instagram等の更新

○主体的に学ぶ取組

○主体的な学びを促す取組の充実

〇学力を支える教養と学び続ける姿勢の育成

○「生徒の主体的な学びにより、生徒自身の内
面的な成長を促すことができている」と回答する
教職員８０％以上
〇「目的意識を持ち、将来の進路に向かって努
力できている」と回答する生徒８０％以上

・生徒の協同的な活動や取組による主体的に
考える生徒育成のための支援
・生徒の主体的努力を促す時機を捉えた進路講
演会・講話、面談等の実施

・ ・

・

６ 総合評価・
  次年度への展望 （簡潔に）

・
・
・

２ SAGAスクール･ミッション

学校教育目標

○地域の関係団体・企業等と連携・協働し、学校の新しい魅力づくりに挑戦する。

○教科と探究活動を連動させた学びを推進することで、社会や地域の課題を探り解決に向かう経験を通し、持続可能な社会の担い手となる人材を育成する。

▢「至誠・尚学・進取」を基調とし、地域において、自ら学び、課題を発見し、解決する能力を高めることで、他者と協働しながら豊かな社会づくりに貢献できる創造力と実

１ 前年度

評価結果の概要

・「学びの時間」により、生徒は朝から落ち着いた教育環境の中で一日をスタートでき、学校生活を送ることができているが、今後は、生徒の主体的な学びを促すことができるように内容の工夫を行う。

・生徒の多様な希望進路に応じた学力が育成できるよう、授業・教材の工夫と研修の充実に努めたい。

・今年度もいじめ防止や特別支援教育に関しては、SCや外部機関の協力を得ながら、校内の協働・連携の体制強化を行ったが。生徒・教職員ともに安心・安全な学校づくりのため、次年度も体制の維持・
向上に努める。

・教職員の働き方改革の推進については、達成状況が十分とは言い難い。保護者等の理解を得ながら、業務軽減、負担軽減のために、更に学校業務全体の効率化を図っていく必要がある。

・来年度の「こども教育進学コース」の新設に伴って普通科全体の「総合的な探究の時間」を策定するため、今後も学校運営協議会、地域、企業等の協力を得ながらさらなる活動や連携の形を模索したい。

将来に向けた生徒の貴重な学びとなるよう、活動内容の一層の充実を図り、さらなる学校の魅力化につなげていきたい。

３ スクール・

ポリシー

アドミッション･ポリシー カリキュラム･ポリシー グラデュエーション･ポリシー

・学校内外での活動（学校行事、生徒会活動、部活動、地域探

究活動、ボランティア活動など）に一生懸命に取り組む生徒を

求めます。

・普通科進学校で、自分の目標に向かって真剣に学び続けるこ

とができる生徒を求めます。

・高校での探究的な学びを通して、将来は地域社会やこどもの

教育に貢献できる人になりたいという意欲を持った生徒を求め

・地域社会やこどもの教育に関わる体系的で実践的な学び

を行います。

・少人数授業や習熟度別授業等により、大学入試をはじめ

とした多様な希望進路に対応します。

・各教科の学習と総合的な探究の時間を連動させ、探究型

の教育を推進します。

・持続可能な社会やこどもの教育を支える、誠実で豊かな『人

間性』を備えた人材を育成します。

・幅広い知識と技能を基盤とした『課題発見・解決力』と『表

現力』を備えた人材を育成します。

・地域社会やこどもの教育に進んで貢献することができる『協

調性』と『対話力』を備え、他者と協働して学び、行動できる

４ 本年度の

重点目標

（１）希望進路に対応し、夢を叶える確かな学力の育成

（２）地域社会に進んで貢献できる技能の育成

（３）心身の健康と豊かな人間性の育成

（４）学校の魅力づくりの推進

達成度（評価）

Ａ：十分達成できている Ｃ：やや不十分である

Ｂ：おおむね達成できている Ｄ：不十分である


